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【背景・目的】 血液浄化用カテーテル（以下カテーテル）

は、急性期の血液浄化療法を施行する上で欠かせないデバ

イスである。しかし、へばりつき現象や血栓形成などによ

る脱血不良は、治療を中断せざるを得ない重大なトラブル

である 1)。へばりつき現象とは、カテーテルの脱血孔が血

管壁や血栓を引き込むことにより発生する脱血不良であ

る。我々は、以前よりカテーテル周囲の血栓形成に関する

研究を行ってきた。その際に使用した対象のカテーテルは

Bro Cath、 Twin End、Gam Cath として表 1 に示す。

ACT を 150 秒以上に制御したブタ血液に 3 種のカテーテ

ルをすべて入れ、透析監視装置 DCS-26(日機装社製)を用

いて設定血流量 Qb100 mL/min で循環させた。エンドポ

イントは、①脱血不良が発生した場合、②静脈圧が 200 
mmHg に達した場合、③48 時間経過した場合とし、いず

れかの条件を満たした時点で循環を停止した。循環開始か

ら 15 時間後のカテーテル先端を図 1 に示す。Bro Cath
は著明な血栓形成を認めた。Gam Cath はカテーテル表

面に血液が付着したものの、血栓形成は認めなかった。

Twin End はサイドホールに血栓形成を認めた。本研究の

結果よりエンドホールタイプに分類される Twin End や

Gam Cath は血栓の形成が軽微で血栓に強いカテーテル

であることが分かった。サイドホールタイプに分類される

Bro Cath は血栓が多く形成される結果となった。この結

果を考慮し、血栓の少ないエンドホールタイプのカテーテ

ルを対象にへばりつき現象について評価することにした。 

 

表 1 カテーテルの仕様 

カテーテル   タイプ  太さ  表面加工 

Bro Cath  サイドホール  11Fｒ  ヘパリン 

Twin End   エンドホールと 

サイドホール  12Ｆｒ ウロキナーゼ 

Gam Cath   エンドホール  13Ｆｒ   なし 

 

 

                  a. Bro Cath 
 

 

                  b. Twin End 
 

 

                  c. Gam Cath 
 

図 1 循環開始から 15 時間後の血栓形成の様子 

【方法】 対象としたカテーテルは、Niagara Slim、

Niagara Slim サイドホールあり、Trialysis である。へば

りつき現象の評価として、血流量 200 mL/min、血管内

の循環血流量 700 mL/min、ブタ静脈血管、50 ％グリセ

リン溶液を使用した。 

 

【結果】 図 2 にへばりつき現象が起こった回数を示す。

Niagara Slim では 10 回中 10 回へばりつき現象が起こ

った。Niagara Slim サイドホールありおよび Trialysis は

10 回中 0 回だった。 

図 2 へばりつき現象が起こった回数 

  

【考察】 Niagara Slim サイドホールありは Niagara 
Slim と構造が似ていて、サイドホールがあるかないかの

違いのみであり、Niagara Slim サイドホールありについ

て、サイドホールの影響でへばりつき現象が回避できたと

考えられる。Trialysis は、脱血孔の先端構造がユニーク

でカテーテル先端付近の側面に斜めに溝が形成されてい

ることで血管壁に吸い付きにくいと考えられる。しかし、

サイドホールが 4 つあることからこの影響であることも

考えられるため、どちらの影響かは不明である。 

ただし、Niagara Slim サイドホールありについては、サ

イドホールが血栓で覆われてしまった場合には、Niagara 
Slim と同じようにへばりつき現象が発生する可能性が考

えられる。Trialisis についてはサイドホールが 4 つある

ことから血栓形成のトラブルが起こる可能性があるため

血栓の影響についてさらに今後検討する必要がある。 

 

【結論】 カテーテルにサイドホールがある場合は、血栓

の形成が起こりやすい。一方でサイドホールがなく、エン

ドホールのみの場合はへばりつき現象が起こりやすい。本

研究では血液浄化用カテーテルの違いは脱血性能に影響

を与えることが示唆された。 
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